――アンケート――

第5回中国音楽フェスティバルへの参加ありがとうございました。フェスティバルは参加される皆さんのものですので、今後より良い運営を続けていくためにもアンケートでご意見を伺いたいと考えています。
多くの意見を反映したいと思いますので、出来るだけ各団体で参加者の意見を集約していただき、質問事項の回答には番号の記入で、また各項目についての意見もお書きくださるようお願いします。アンケートは集約してその内容を参加団体にお知らせします。

締め切りは意見集約の時間を考えて6月10日（土）とします。今後の運営に貴重な意見となりますのでぜひ提出をお願いします。メール、FAX、郵送といずれの方法でもかまいませんのでよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―

1、今回、舞台配置については、基本的に参加団体の座席図に基づいて完全転換したために、若干時間が掛かってしまいました。そのため少し時間が押したことで休憩時間を短くなりました。参加団体の紹介は陰アナウンスでおこない、司会の登場は限られた時間にするなど終了時間が遅くならない運営を図りました。練習配置や演奏前の移動などは前回と同じ形になるようにスタッフを配置しました。
これらを含め、当日の運営についてお聞きします。
今回のフェスティバル運営について（　　　　　　）
　　①良かった（14）　　　②普通　　　③余り良くなかった　　　④悪かった　　　⑤わからない（2）
	＊（既に他の人たちが置いていて？）控室に大型の荷物を置くスペースが無かったのか、出演時にキャリーバックと一緒に舞台裏まで移動したりしている人がいた。

＊参加団体の出入りは、舞台はもちろん客席から見ても余り気持のいいものではない。参加団体の席は1F後方の客席または2階席にしてはどうか。
＊今回子供の参加があったが、バタバタ走り回ったり話したりと行儀がよかったとは言い難い。今後注意するなど改善を期待する。
＊9時過ぎにB1Fのドアは開いておらず、B2の開場受付までの行き方がわかりずらく感じた。
＊当日の舞台配置図連絡の際、前回の配置図を送ってももらったのが有り難かった。

＊参加者の意見では、音合わせが直前にできる所と時間がなくて、大人数だとそろわないで出たことが気になったと言う方がいた。しかし舞台そのものが交流なので、少々環境が整わなくてもよいのではと考えている。

＊初めての参加だったが、時間が延びたこと以外は段取りよくスムーズに運んでよかった。アナウンスの方も上手だった。
＊これだけの多くの団体、人数のコンサートの運営を大きな混乱もなくさばいていたのでよかったと思う。

＊・終了時間が前回より早くなった分、長い一日という感じがしなかった。事故もなく、時間もきちんと配分されていて、安心して演奏に挑めた。練習場所も分散させて、時間を効率的に使えた。
＊参加団体が多いのに大変スムーズな運営でとてもよかった。オリジナルのクリアファイルに入っ　　たプログラムをいただけて感動した。

＊揚琴で参加したが、移動や舞台設置など、スタッフの方がとてもスムーズに動いてくださり、演奏に集中できたこと、感謝している。

＊一つ気になったのは、舞台に一番近い控え室で、お琴の方がずっと練習していたこと。音合わせをする際、ドアを開け、舞台に音が漏れるのでは・・と、とても気になった。

＊事前の提出物や連絡事項なども、とても効率よく、当日の運営もスムーズでとてもよかった。スタッフの方々には本当に頭が下がる。

＊舞台に立ち、演奏していたので、運営についてはよくわからない。
＊大きな混乱もなく、スムーズな運営だったと思う。

＊いつものことながら、フェスティバルの運営について、熟考され、色々と配慮いただいているが感じられた。会場の設計上の制約などを考えると、現状が最適な運営ではないかと思われる。
＊毎回気持ちよく参加させて頂き、リハーサルも順調に行わせていただき、控室もなんら問題はなかった。

＊いつもながら素晴らしい運営でした。
＊スタッフには大変親切にしていただき感謝している。 前半では出演者らしき人が演奏中に客席へドタバタと入場することがあり、観客の迷惑になるのではと心配したが、後半では出演者の入れ替わり時などに客席への出入りを調節したりしていたようで、よかったと思う。
＊多少時間が押したとはいえ、ムダのない動きでサクサク進行したと思う。 出演団体、そして1団体の人数の多いうえに特殊楽器の設置など大変な事ばかりなのに 大きな問題なく進めたし、出演者もルールを守って行動していたと思う。
＊限られた時間とリハなしで行われていたことを考えると順調に行われていたと思うが、舞台袖での待機の際に自団体の次のグループで段取り通りに待機していない方が見受けられたので、交通整理は必要かと思った。
＊舞台袖での待機中はマナーを守って欲しい(待機の順番を守り、静かに待つ)。本来は各出演者がきちんとするべきではあるが、スタッフもある程度目を配り、必要なら口を出してほしい。

＊今回の舞台配置に関してはかなり細かく対応して頂いたおかげで安心して演奏する事が出来、感謝している。
＊舞台スタッフの楽器の出し入れが迅速で非常にたすかった。


2、フェスティバルの趣旨は相互交流ですので、各団体の演奏のほかに参加者各自が交流できる活動を検討していますが、なかなか実現できません。例えば一つの楽曲を指定して各団体から有志が参加して舞台で演奏する、フェスティバル終了後（別の場所であってもかまわないが）交流集会を開く、（中間に）音楽・理論講座を開く、楽器メンテナンスの情報場所を持つ、などなどです。しかし時間や場所、運営上の縛りなどもあり、具体化にはハードルが高いものもあります。

そこで参加者相互の交流についてあったほうがいいのか、あるいは演奏に集中する事も含め特になくてもいいのか、お聞きします。また実現可能な活動の提案など、具体化への意見をお願いします。
①参加者交流活動があったほうがいい（5）　②特になくてもかまわない（8）　　③わからない（3）
	＊特になくても構わないが、受付の付近にショップの方が「楽器メンテナンスのコーナー」とか出せるのであれば、あっても面白いかもしれない。

＊交流できる機会があればいいとも思うが、やはり時間的・場所的等の条件を考えると難しいと思う。
＊「中国音楽フェスティバル」のフェイスブックのページ、あるいは別のページまたはグループを作成し、参加団体が日頃から交流できる場をフェイスブック上に設けるのはどうか。

＊晩に交流会があったとすると、遠方の方が無理になってしまう。時間的に厳しいのではと思う気持ちがある。一方で、皆さんと交流できたら楽しいだろうなと思うこともある。

＊二胡の関係者以外の方にも楽しんでもらえるようなこともあってもいいかもと思う。地域の老人施設などから見に来て頂けそうな距離の方で。私達が二胡を楽しんでいることも伝えることができればいいなと思う。何にせよ、受け入れる方が大変だけど。

＊参加人数が200人以上と規模が大きすぎるので、交流は難しいと思う。

＊楽器の試演奏コーナーがあれば良いと思う。自分が持っている二胡は黒檀と紫檀で、弾く機会のある楽器には限りがあるので、他の材料の楽器を試演奏してみたいと思う。楽器の材質、クラス（値段）等様々な楽器を試演奏できるコーナーがあれば良いと思う。

＊ひとつの楽曲を指定して各団体から有志が参加して舞台で演奏する、これはいいと思う。



	＊別日（翌日など）を設けて、全員名札をつけた立食パーティーで、興味のあるグループや個人に話しかけていくなど。

＊プログラムの最後にステージも客席も使って、パートごとに集まり、全体の大合奏をする。（東京の中国音楽愛好者の集いで行っている）

＊交流イベントはあったら楽しいと思うが、場所や時間の問題、スタッフの労力を考えるとむずかしいのでは？

＊演奏会運営だけでも大変なこと。ほかの団体の演奏をゆっくり聴けただけでもよかった。
＊他のグループの演奏を聞かせてもらうだけでも勉強になると思う。時間的にも交流には参加できないと思う。
＊特に必要ないと思う。
＊運営をする上では、交流を別途行うことは、難しい部分もあると思う（スタッフの増員等）。日本では二胡をやっている方が多いので、他の楽器の紹介や体験コーナーがあるといいかもしれない。
＊フェスティバルに参加する目的の一つは、普段教室でレッスンを受けている生徒さんが、立派なステージで演奏することにより「向上心を抱いていただくこと」にある。その目的に関しては、現在のフェスティバルの開催で十分に達成されていると感じている。提案の参加者間の交流については、可能であれば、そのような機会があれば尚良いと考えているが、実現可能性を考えると非常に難しいように感じている。どの時間帯に、どこで、どのような形で…ということを考えると、別途会費制で別日に行うというのも考えられる。もし、別部屋をフェスティバル開催中に借りることができるのであれば、休憩室を随時交流の場として開放するというのも良いかもしれない（ただ、これでは他のグループの演奏を聴くことができない…）。
＊フェスティバルの日にちと別で行ってはどうだろうか。まずは交流集会で皆さんの意見交換がいい。フェスティバル開催決定の時点で交流集会の日にちも決定したら良いのでは。参加できない団体は仕方ないと思う。意見がでれば後日内容の議事録をメールするのはどうだろうか。

＊以前は各団体の垣根を越えたコラボ演奏なども良いのでは･･･と思った事もある。 しかし、各団体がそれぞれ自分たちのパフォーマンスに情熱を注ぎそれに費やされるパワーや時間を思うと、それだけで十分だと感じた。 特にそういう場を設けなくても意識的な交流が見えて来るし、舞台の外ではこの場を利用した色々なコミュニケーションができていると思う。
＊時間を作るのが難しそうな気がする。

＊無理かもしれないが、出演者全員での記念写真があればいいなあと思った。
＊実現はむずかしいかもしれないが、自由参加の打ち上げが出来たらと思う。

＊互いの演奏を「聞き合う」ことがすでに交流と思う。演奏時間にどこかの半数の団体がリハあるいは準備をしているのが残念だなあと毎年思う。合同演奏は必要ないと思う。どこなの団体のみやることなく、みな自分達の演奏のみに集中して公平にすると気持ちよい。　


3、2年に1回の開催予定で中国音楽フェスティバルを継続したいと考えていますが、
＊次回（第6回）フェスティバルについて（　　　　　）
　　①参加したい（10）　　　　②参加したくない（　）　　　③わからない（6）
	＊参加料が以前のようにもう少し安いと参加しやすい。

＊主に関西の中国音楽愛好家が交流できる貴重な機会。演奏のみならず選曲や衣装・企画など、いろんな面で刺激を受けまた励みにもなる。今後の継続開催を願う。
＊舞台を創るためには準備もするし、参加される方に意味のある舞台にしたいと思っているし、聞いていただく方にもメッセージ性があるものをとも思いつつ、楽しんで企画はしている。でも、迷うことも多い。

＊次回、人数が集まれば参加できるかな？という感じ。
＊2年に1回というのは結構すぐ来るので、3年（4年）に1回等も検討に入れればいいのではないかと思う。

＊時期について。今回は連休中の開催で、家族のために参加出来ない人がいたかもしれない。なるべく普通の週末が望ましいと思う。

＊揚琴を送る場合、大阪に受け取り先（親戚など）がないと難しく、その課題がクリアすれば積極的に参加したい。

＊今回もみなさんのハイレベルな演奏が聴けてとても勉強になった。2年に1度大阪で演奏するという目標ができて、モチベーションが上がる。
＊今の時点では参加できるかどうか分からない。
＊このような機会を作っていただき、本当に感謝している。是非、次回も参加させていただきたいと思う。
＊参加しなくても開催されれば観に来るつもりだ。



4、その他自由にご意見をお書きください

	＊演奏する側が思っているよりはるかに運営している方は大変だと思う。演奏する機会が増えることは、私たちのようなグループには本当にありがたいことで、励みになる。

＊開催後から日にちが経つと、記憶が薄れるので、もっと早めにアンケートを取って欲しい。

＊記念品としてクリアフォルダーが配られたことは良かったが、日付が入っていたらもっと良かった。

＊5月1日に事務局から送られてきたメールに「忘れ物のお知らせ」のことが書かれていたが、できれば忘れ物の写真を添付するか、あるいは事務局のHPに写真をアップしてもらえれば良かった。
＊以前のフェスティバルで行ったように、事務局が撮影したビデオや写真をＤＶＤにして各団体に販売して欲しい。

＊「中国音楽フェスティバル」という名称だが、実際には（狭義の）中国音楽のみならず他のいろんなジャンルの曲が演奏されている。よって「中国楽器フェスティバル」に改称するのもありかもしれない。
＊記念のクリアファイル、なかなか気に入って使っている。
＊交流ってなんだろうと考えている。純粋に音楽だけで交流を図ることも大事だし、言葉や距離を縮めることで、交流を図ることも大事だなと思う。

＊参加すると出演者全員のステージが見られないのが残念だった。
＊他の団体の演奏を聞かせていただき、大変勉強になる。長弓の会は過去3度参加しているが、いずれもプログラムの最後のほうでの演奏であったかと思う。自分達の演奏が済むまで結構緊張が続くので、他の団体の演奏をリラックスした状態で聞けない。回ごとに本演奏のタイミングを変えていただくのも考慮していただければと思う。
＊揚琴は光の当たり具合で弦がずれて見えてしまう理由と、音の響きを確認したいので、舞台でのリハーサルができると有難い。

＊ほかの団体が予想を超える規模だったり、ダンスを入れた楽しい演奏だったり、奇抜な演出だったり、大変楽しく見られたし勉強になった。もっと上達できるよう頑張りたい。

＊舞台の下手⇔上手の移動の際に通るべき通路を間違ってしまった人が何名かいた。大変かとは思うが、誘導などしていただけると助かる。

＊舞台袖に貴重品を置くためのボックスが用意されているとの話だったが、実際はテーブルの上だったので戸惑った。

＊全体的にとてもレベルの高い演奏の数々を聴けて、とても刺激になった。

＊これだけ大きなイベントなので大変なことも多く、気苦労が多いと思う。まとめて努力に頭が下がる。

＊スタッフ担当したメンバーからの声。困ったことも起こらず、これまでよりもスムーズに行ったフェスティバルと感じた。
＊楽団のメンバーからは、「写真映えや写真が何処かで紹介される場合に中国音楽フェスティバルでの演奏だとわかるように、『吊り看板がほしい』」という意見があった。ただ、本件については、経費の問題等もあるかと思うので参考程度に考えていただきたい。

＊お客さんから、「客席が非常に寒く、目的の演奏まで我慢できずに途中で退出せざるを得なかった」という意見があった。

＊PAを使わないと、全体にとても地味な印象になって、少しもったいない気がした。
＊中国音楽を愛する人たちが一堂に会しお祭りのようなこのイベントは非常に楽しいと思う。 自分たちの演奏は緊張するが他の団体のパフォーマンスを観て聴いて楽しい1日を過ごす･･･という感じ。 運営の問題ではないが途中会場の冷房が寒過ぎた時があった。 我慢できず出て行った人もいるので残念だ。
＊演奏を聴きに来ていただいたお客様より、「ぜんぜん聴こえなかった」との指摘がありはじめて今回のフェスティバルにはマイクがなかったことに気が付いた。以前はマイクを3本程度客席前方に固定で置くことになっていて、ソロパートも良く聞こえていたと記憶しており、、マイク固定でも仕方ないと納得していた。運営上マイクの設置、PAスタッフに費用が掛かることは理解できるが、マイクを使わないことは事前に連絡して欲しかったと思う。
＊ホームページやフェイスブックなどで引き続きコンサートの紹介をしてもらうと、演奏側としてもコンサート情報をほしい側としてもとてもうれしい。


記入者：K-scope、天翔楽団、小江南曲社、Asian wind・聞韶・月韶、玲子楽坊、長弓の会、太太楽団東京、移情閣二胡同好会、十三堂楽団、清音水韵二胡団、DaiQian古筝楽団・ティーンズ楽団・キッズ楽団、妙啼曲社、鳴尾弦楽団・Xeno Quartet、百花弾撥楽団、シャングリラ、シルクロード合奏団
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	連絡先
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